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元
高
浜
町
助
役
か
ら
関
電
幹
部
二
十
人
に
三
・二
億
円

関
電
の
人
木
誠
会
長
、
岩
根
茂
樹

社
長
ら
が
十
月
二
日
、
記
者
会
見
で
、

原
発
マ
ネ
ー
環
流
事
件
に
つ
い
て
の

社
内
調
査
委
の
報
告
書
を
公
表
し
た
。

関
電
会
長
ら
二
十
人
に
三

・
二
億
円

（二
億
千
人
百
四
十
五
万
円
）
が
環

流
し
た
こ
と
を
明
か
し
た
。
二
〇

一

一
～

一
人
年
の
七
年
間
に
限
定
し
た

も
の
で
、
こ
の
期
間
外
で
は
、
数
倍
、

数
十
倍
の
金
が
動
い
た
と
見
ら
れ
る
）^

九
月
二
十
人
Ｆ
の
会
見
で
は
、
具
体

的
内
容
を
明
か
さ
ず
、
批
判
を
受
け
、

再
度
の
会
見
と
な
っ
た
、）

こ
の
金
品
を
提
供
し
た
の
は
元
高

浜
町
助
役
森
山
栄
治
氏

（今
年
二
月

に
九
十
歳
で
死
去
）
等
と
さ
れ
る
。

森
山
氏
は
京
都
府
綾
部
市
職
員
を
経

て
六
九
年

（高
浜
１
号
機
の
設
置
許

可
時
）
、
当
時
の
町
長
が
地
元
対
策

の
た
め
に
、
高
浜
町
役
場
に
招
聘
。

森
山
氏
は
役
所
の
各
課
を
東
ね
る
総

括
課
を
創
設
。
七
七
年
か
ら
十
年
間
、

助
役
と
し
て
君
臨
し
た
と
さ
れ
る
。

部
落
解
放
同
盟
を
率
い
て
差
別
を
な

く
す

〃糾
弾
活
動
〃
の
名
目
で
恐
怖

政
治
を
敷
く
。　
〃暗
黒
町
政
〃
の
時

○
原
発

マ
ネ
ー
環
流

政
府
の
責
任
で
糾
明
を

（
二
面
）

○
チ
リ
津
波
を
受
け
た
観
光
業
者
と
東
電
の
対
応
の
違
い

（三
面
）

○

「核
の
ゴ
ミ
」
対
策
国
際
会
議
　
「日
本
主
導
」
の
本
音
は
？

（五
面
）

電
役
員
二
人
に
金
品
提
供
し
て
い
る
。

金
沢
国
税
局
が
昨
年

一
月
に

「吉

田
開
発
」
を
査
察
し
た
こ
と
か
ら
発

覚
し
た
。
関
電
幹
部
四
人
は
、
受
け

取
っ
た
金
品
が
所
得
税
の
対
象
と
な

る
と
指
摘
さ
れ
、
修
正
申
告
し
た
。

岩
根
社
長
は
昨
年
九
月
、
取
締
役

会
に
も
諮
ら
ず
、
人
本
会
長
と
相
談

し
て
会
長
、
社
長
を
含
む
六
人
に
つ

い
て
軽
微
な
処
分
で
済
ま
し
て
い
た
。

関
電
の
監
査
役
が
株
主
総
会
前
に
問

題
を
把
握
、
指
摘
し
た
が
、
岩
根
社

長
ら
は
公
表
を
見
送
る
。

岩
根
社
長
は
九
月
二
十
八
日
の
会

見
で
は

「儀
礼
の
範
囲
」
を
除
く

「返
却
を
確
認
」
と
し
た
が
、
約
二

千
四
百
万
円
が
未
返
却
。
返
却
の
約

二
億
六
千
五
百
万
円
の
う
ち

一
億
五

千
九
百
万
円
は
税
務
調
査
後
だ
っ
た
（）

原
発
マ
ネ
ー
環
流
は
関
電
以
外
に

も
指
摘
さ
れ
る
。
菅
原

一
秀
経
産
相

は

「言
語
道
断
」
と
は
い
う
が
、
表

面
的
な
調
査
で
す
ま
す
構
え
。
自
民

党
の
世
耕
弘
成
前
経
産
相
、
稲
田
朋

美
元
防
衛
ら

へ
の
原
発
マ
ネ
ー
の
環

流
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

原
発
マ
ネ
ー
の
原
資
は
電
気
料
金

と
税
金
で
あ
る
。
徹
底
し
た
事
態
の

解
明
が
不
可
欠
で
あ
る
。

●

「
『
火
山
と
原
発

を
考
え
る
』
全
国
交

流
集
会

ｉ

ｎ

鹿
児

島
」
は
十
月
二
十
六

日
、
二
十
七
日
両
日

鹿
児
島

で
開
か
れ
る
。
原
住
連

創
立
以
来
、
鹿
児
島

で
初
め
て

の
全
国
交
流
集
会

で
あ
る
●
川

内
原
発
は
九
州

の
火
山
前
線

に

最
接
近
に
立
地
さ
れ
た
原
発
で

あ
る
。
九
州
に
は
五
大
カ
ル
デ

ラ
火
山

の
ほ
か
カ

ル
デ
ラ
火
山

が
十

一
個
も
あ
る
。
そ
の
点
で
、

「火
山
と
原
発
」
に

つ
い
て
の

認
識
を
広
く
共
有
し
よ
う
と
す

る
も

の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、

住
民
の
火
山
に
対
す
る
不
安
に

つ
い
て
、
九
州
電
力
と
国
に
厳

し
く
説
明
責
任
を
求
め
る
こ
と

に
し
て
い
る
●
川
内
原
発
は
再

稼
働
原
発
の
先
陣
を
切

っ
て
い

る
。
原
子
力
規
制
委

の
新
規
制

基
準
に
よ
る
適
合
検
査
に
合
格

し
た
か
ら
と
言

っ
て
、
福
島
第

一
原
発
事
故

の
再
発
防
止

の
保

障
が
あ
る
わ
け
で
は
な

い
。

万

一
の
事
故
時

の
避
難
計
画
は
実

効
性
が
な
い
。

こ
の
限
り
で
も
、

川
内
原
発
は
運
転
を
停
止
し
、

廃
炉
を
求
め
る
し
か
な
い
。


